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憲法をいかす福島県民の会

◇日本国憲法前文（抜すい）
　政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないようにすることを決意し…恒久の平和を念願し…平和を愛する諸国民の公正
と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。

◇第９条
①日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛
争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

日本国憲法

◆別紙申込書に必要事項を記入し、2025
年度会費（新聞意見広告協賛金含む）
１口1,000円以上を添えてお申し込みく
ださい。
◆８月15日の県内紙朝刊に意見広告を掲
載し、憲法をまもりいかすことをアピー
ルします。
◆昨年同様、個人名を掲載します。
◆第１次集約日を６月30日、最終集約日
を７月15日とします。
◆口座振込をご利用の場合は、ホームペー
ジをご参照ください。

まもろう！いかそう！平和憲法

◆南西諸島では、自衛隊の基地建設が進められ、台湾有事を想定したミサイル基地化が進行中で、「戦
争ができる国」が具体化されています。また、集団的自衛権の行使につながる反撃能力の保有は、
先制攻撃能力の準備であり、明らかな憲法違反です。今、私たちが取り組むべきことは、憲法９条
を「改正」することではなく、外交努力によって東アジアの平和を実現することです。戦争を絶対
にさせてはなりません。
◆2025年度一般会計の総額が３年連続で110兆円超えの予算となっています。防衛費の大幅増額で石
破政権の軍拡路線をさらに進める一方で、過去最大の社会保障費と言いつつ、社会保険や医療や
介護など社会保障のさらなる負担増の動きがあり、「基本的人権」をないがしろにする動きも加速
しています。
◆私たちのいのちとくらしを守り続けるために、今年度の入会運動を実施いたします。
　皆さまがたの、ご理解とご協力をお願いいたします。

2025年度入会運動・新聞意見広告運動にご協力を
日本国憲法が施行されて今年で78年になります。
この憲法は、国民主権、平和主義、基本的人権の尊重の三つの基本原則を掲げて
います。この基本原則が、78年間、私たちのいのちとくらしを守り続けてきました。
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